


























1. 押釦スイッチと制御盤との距離は、30 m以内にしてください。
2. 既設に取り付ける場合、押釦電流センサーの二次側の信号線の配線が2本必要になります。そのため、あらかじめ予備線の確認をしてください。
3. 押釦電流センサーの二次側の信号線は、低電圧小電流のため、ノイズ対策として動力回路とは分離し、配線はケーブルで行ってください。
4. 押釦スイッチについて
　a) 新晃電機製で、ケースの材質がポリカーボネート樹脂製のものをご使用ください。
　b) 押釦スイッチの内部に、押釦電流センサー（SBIU-HK□又はCTS□）の取付けが必要となります。電源の入切スイッチが自己保持の場合には、
　　 SBIU-HK□（保持型スイッチに電流センサー内蔵）を取付け、その他の場合には、入切スイッチとCTS□（単独タイプ）の両方を取り付けること
　　 が必要となります。

SKO型の取付時には次の事柄を注意及び遵守してください。






